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子主主主額談室霊/荷役湾管(22) 鍔

令室譲の務主義2霊 00時~1ぞ碍) 3 H間
県の専戸守3薄釘をu，いて、
入れ、約容と1ミの防ざ方な」
られる市誌に、指導助主主行う。

令室襲撃話花壇 3日間
県立平援護業高校の生徒による模範花場企

公降雪午メヨのこか所に設置して、市民自みなさん

の凶を揺しまて〈れる。

令嬢イヒ募金 c1伊昨~1時約 3 日箔1
i模様化推進議沼会主催によるほ化募金を、
県内いっせいに実施しているもので、As;:fおも

ヰ[1談土音、来日の3か呪
みなさんの協力をグ

00持時)3iHm 
1，f:校組合平塚立7さHの会員が:叫王者二、
できるだけ安く即売を行う。

省静守主き差是示 o官庁時コ 3 詩
E司主主協金き部会の会誌により、花木古賀会
展示する。みなさんの観賞な。

傘立在宅重コンター)~ 10Hf'D 
専門造協議者iJniJ!T舎前に花壇老長島そして
コンクールを行う。市民の万が多数争加され

審査員四一人になられるよう呼びかりている

φ夜いっぱい運動用務木配布 4月27臼
往復はがきで申込んだガ言、弓換券をお詩

ちの方に先奇駿でおよと交換7る包 1問時~
。鰻化まつむ開高木酉己帯 fJ29日
往復はがきで申込んだJ7Ci、引換券をお持

ちの方に党主主閣で白木と交換ヲ→る。 101時~

⑫主主共用言高木配布 4JJ281J 00時~1調子〉

傘主義務づく君事主主室 緑化穿合に協}Jし℃

いただいた方には材料を諮し土げる。

.27IJ 1lE時~121Ri

.29日時-12時

くださ
費支資草野災子資総裁察官雪(31)

)校法棒桔言炎 e 弁護士・毎月第3 火蝿 8.1311芋 ~16a寺〈人数鮫取持〉

人格詑主揮点目談・人ぬ擁護芸書露@毎月第 1 土2翠尽~ 13時時

教育相談

行政管時相談・行政相談員@毎月第1て士:曜日， 13時~16時

登記相談h司法醤士・毎月第 2 金曜日・ 13時~16時

宅地建物紹談@弁護士幽毎月第1 金源臼碩 13時~16持〈人数綴限有3
発邸帯事ど特許》相談・弁理士・毎月第2i周回の月曜日・1官時-1部寺

・県工業摂事基金職県・毎月第3細密臼13時-161時
邑コンヨナノレ点ント・毎週水韓日， 1臨時-15時

寺霊校会霊室内繍言襲撃曹(33)
心配なと相談，毎退月曜日〈第5を員会く)13時-15時
母子相談，母子相談開・平目、事時-1由時30分・常設
家鹿児翠相談・穿犠児童霊相談員咽乎沼、 i事時-1出持・常設

相談・毎i謹何理日、木欄 5 ・宮時~l由時

淡 e荘子主彊火曜日 .1官時-1邸時 J 

B 鯵濁月 10時時最耳r~疋議官官会協議内

百酔

言轟
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午後7持~

が
一
一
拝
聡
レ
て
松
山
属
議
を
し
た
と
こ
?
と
し
て
、
明
る
と
住
み
よ
い
豊
か

ろ
さ
あ
る
。
し
か
;
五
が
ら
、
そ
れ
な
都
市
づ
と
り
に
、
力
一
杯
補
一
杯

と
は
対
附
的
に
H
本
共
持
党

ω議
員
の
努
力
苧
銭
円
け
し

τき
た
と
こ
ろ

か
り
、
加
蕗
市
政
は
中
央
官
一
結
り
保
だ
ι
訟
が
市
長
に
ば
が
し
γミ
市
民

市
長
と
し
て
任
制
下
佐
伯
刊
の
一
一
月
市
あ
り
、
行
政
指
棺
む
恨
幹
を
な
す
も
十
五
川
町
内
、
あ
わ
せ
て
一
一
一
百
七
十
椛
で
+
八
万
八
王
一
目
じ
↑
七
人
に
一
曜
日
V
的
鰭
暗
に
終
始
し
て
、
十
二
年
間
の
守
一
一
ヤ
国
崎
市
指
か
ま
く
す
る
た
め
に

議
長
定
例
会
が
、
去
る
-
一
一
打
一
日
に
の
で
品
わ
議
寸
的
で
、
こ
れ
を
い
出
来
円
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
、
約
五
八
平
め
河
期
で
あ
っ
た
の
の
禁
絹
に
何
ら
み
る
べ
き
も
の
が
な
は
、
来
詩
手
の
最
大
事
誌
で
あ
ろ
公

開
会
さ
れ
二
一
十
二
汀
開
仁
わ
た
る
し
て
、
と
に
一
-h出
向
源
の
重
点
的
な
記
特
に
も
一
般
会
計
で
は

ρ伊
序
J
1
4

に
乏
し
一
九
一
般
会
計
の
予
批
評
鼠
棋
〈
、
い
わ
ば
市
民
不
夜
の
市
政
で
あ
刊
竹
下
水
省
事
業
自
整
備
を
お
い
ず
品
川

会
期
字
句
っ
て
、
昭
和
平
r法
三
分
を
行
い
ま
し
た
。
た
っ
て
新
規
初
一
シ
算
よ
め
約
二
五
軒
増
レ
ど
な
っ
た
は
二
十
一
日
智
内
か
回
、
本
伝
一
一
月
め
っ
た
と
の
批
判
が
行
わ
れ
た
じ
に
な
い
と
決
意
し
、
時
め
て
地
味
な

般
会
計
の
予
算
案
を
は
じ
め
、
持
出
お
よ
び
用
額
故
犯
に
よ
る
需
亨
に
つ
が
、
裕
躍
的
経
密
は
凶
八
軒
(
う
ち
柄
引
討
で
は
ち
七
十
一
胸
早
川
と
な
D
、

wru棋
に
住
ま
れ
、
持
ち
、
学
び
、
仕
事
に
着
手
し
た
が
、
十
一
年
た
つ

し
た
間
十
議
案
の
す
べ
て
が
、
原
築
い
て
は
、
極
ガ
ζ
れ
宣
言
宗
し
人
件
費
は
一
一
泊
e

五
む
、
投
資
的
実
に
八
時
に
也
小
意
識
な
伸
び
主
弘
樹
さ
「
だ
れ
よ
り
も
学
控
室
芝
奪
回
、
毛
主
〈
水
器
に
ひ
ざ

の
と
お
D
J叶
決
さ
れ
て
、
一
一
一
万
二
ト
た
。
島
が
ど
り
四
日
没
に
ワ
い
て
ゆ
わ
特
定
経
費
は
骨
格
的
性
格
主
将
む
て
一
ニ
っ
て
い
る
乙
と
に
、
今
誌
な
が
り
前
私
の
璃
身
に
し
み
通
っ
た
nふ
る
議
け
る
に
い
た
っ
た
の
は
、
私
の
諮

問
問
円
に
知
事
特
了
し
た
。
建
時
置
の
使
担
等
に
つ
い
て
は
、
ζ

の
際

O
N
J
N
と
な
っ
た
が
、
次
期

E
U一
ア

主

題

，

羅

l
一
一
が
謹
言
言
、
ー
を
詰
思
い
出
と
な
る
大
菱
自
一
っ

と

お

芸

名

示
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議
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問
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り
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2
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い
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二
一
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目
せ
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選
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U
一
当
日
時
計
五
島
民
間
内
野
五
日
注
目

/
f
J
F
群
議
欝
欝
饗
m
m
M
V
H
訪
問
誌

の
予
算
編
成
に
あ
た
白
、
震
妥
し
て
、
機
動
的
弾
お
議
量
的
な
弛
銭
安
豪
雪
五
る
も
む

Y…
鱗
畿
欝
機
鱗
緩
畿
勢
議
夢
的
開
設
醤
」
の
見
出
し
で
あ
っ
セ
次

定
者
図
る
た
め
、
引
き
続
き
抑
制
の
営
が
に
口
元
一
る
し
雪
配
慮
い
た
し
ま
か
、
期
持
い
大
し
た
い
と
怒
っ
。

r

議

議

議
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開
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ソ

線

認
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野
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「
ζ
ん
に
ち
は
富
山
の
み
な
さ

基
請
を
盛
持
す
る
方
断
言
諾
般
の
た
」
主
べ
た
あ
と
、
京
市
総
量
歳
入
函
に
お
い
て
は
、
事
事
長
行
け
議
鱗

'Lrd議
出

合

言

に

{

市

長
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施
能
主
主
主
と
し
て
お

2
2
5っ
g
z
:主主
器
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町

議

事

業

収

益

義

警

必

ν翼蕗
議

機

配

管

長

官

の

「

市

政

よ

主

義

」

と

で
木
市
に
ぎ
長
し
て
も
凶
安
定
向
上
、
比
宗
A

病柄戸露F厚

E勺誌
蹴
務
の
護
、
授
士
柑

針に長ザ添M
い
な
宗
が
志
宍
片
統
翌
一
記
勉
努
山
濯
警
を
芸
洪
誘
の
按
露
髄
お
宝
よ
ぴ
f
斗需r市川足混禁μ話あ
れ
わ
主
か
主
一
示
あ

Eわ主
せ
た
高
同
下
高
尉
砕
控
弘
同
旦
二
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鱗
簸
鱗
麟
鱗
鱗
畿
欝
畿
畿
磯
畿
盤
鱗
鱗
一
新
で
芸
一
符
符
主
止
持
れ
程
宇
を
書
L

狩立打詰つ

Eζと
fιな苦り担一、感

も
毒
配
聖
躍
管
し
、
栂
力
寄
一
尉
財
謀
政
蓄
需
霊
暫
警
を
産
花
語
離
停
草
恥
む
午
予
舞
空
に
つ
訳
い
て
丈
、
そ
の
一
室
十
一
一
一
間
有
毒
の
八
一
言
点
暢
付
ム
熱
議
欝
欝
畿
欝
撃
機
畿
で
慨
ひ
と
し
お
で
あ
る
。
そ
の
問
、
一

し

て

、

長

谷

君

子

揮

を

雲

高

ら

か

に

し

た

。

め
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二

議

議

議

議

盤

整

開

由

主

ぎ

と

な

〈

7
5

す
き
と
と
い
た
ち
た
が
、

;
5
2
5五十
忠

ヌ

ば

主

主

に

就

任

出

馬

護

7
1譲
襲
撃
機
Z
Fど
と
は
よ
に
み
な
ん

域
市
総
合
壁
面
・
実
施
計
闘
は
一
言
、
岳
会
計
究
会
主
の
人
口
は
十
一
万
八
主
事
一
人

v
ι

今
選
議
議
欝
欝
欝
欝
麟
欄
漁
の
激
励
に
よ
る
も
の
と
重
し
て
い

本
市
将
来
貫
通
し
に
た
っ
施
簡
で
九
十
二
億
円
、
寝
室
会
主
で
あ
っ
た
が
、
率
一
一
豆
長
夜

v

議

議

欝

義

鱗

轟

欝

欝

議

議

選

る

。

LL畿
警

護

擁

護

職

襲

警

i
Aぺ
結
私
は
、
来
る
二
十
九
日
そ
も
っ
て

一

平

塚

清

開

設

加

藤

一

太

師

陣

い

て

い

る

。

さ

と

平

塚

d

で
き
。
市
民
と
と
も
任
期
警
と
な
る
。
そ
の
建
一
市

一
一
万
六
民

rり
灼
民
間
に
わ
た
っ
に
、
市
民
む
た
ゐ
久
市
民
に
直
結
民
と
し
で
、
時
五
T
る
牛
車
む
た
め
に

て
、
各
会
派
代
表
に
よ
る
総
括
鶴
田
同
じ
た
市
政
に
取
台
組
ん
ま
ぎ
た
ζ
と
微
力
を
尽
く
す
所
存
で
あ
る
。

が
行
わ
れ
た
。
政
交
ク
一
フ
7

九
五
月
は
、
も
っ
と
も
西
棋
の
盗
芭
お
D
、
終
り
に
、
市
民
の
み
立
芭
ん
の
溶

き
フ
プ
、
日
本
社
会
覚
、
民
社
党
お
菜
な
こ
と
と
1
Mて
、
市
民
の
み
な
か
い
主
義
と
と
協
力
者
探
輩
ず
る

よ
ぴ
λ

ム
弱
党
の
代
表
員
同
に
立
た
れ
許
γ
ん
か
ら
む
理
解
を
た
ま
わ
り
、
今
と
と
も
に
む
多
幸
摂
耕
一
念
し
J
山
積

だ
訴
時
各
位
か
ら
、
私
の
三
期
十
一
一
日
ま
で
δ
交
揺
を
い
た
だ
い
て
き
た
し
て
ベ
シ
を
お
〈
己
と
円
れ
ず
る
。

年
に
わ
た
る
施
政
が
、
情
融
制
偶
自
に
ち
む
と
信
じ
て
い
る
。
間
和
五
0
・
E
E
}

し
て
着
実
に
執
託
行
わ
れ
、
行
政
効
払
は
「
乳
幼
児
に
愛
号
、
青
少
年
門
市
銀
一
窓
百
〉

壊
を
あ
げ
た
ζ
と
争
議
〈
評
岡
山
し
費
に
夢
宍
大
人
に
希
望
を
、
お
年
寄

辞
安
お
く
ら
れ
た
。
私
咳
吃
白
血
均
一
話

b
に
佳
甲
鐙
を
」
骨
市
政
白
モ
ッ
ト

‘7-'-み匂'-



子有E主ならだれで

も参加でき喜ます

問委参加すると告は議笠宮告で上ぱきと弁当世持参

。鯖]部体揮、婦人パレ}

ポーノレ、ブオ}クダYス

く〉捧2部会伝行運動 crJJ天t.:jTI.Li

く)1号待~12襲撃 富士気公民総

須賀公民綴

013符分雲寺王子

花水会堂宮、護軍町会堂宮



ζ
白
附
]
丹
、
市
内
の
小
一
中
学
校
に
入

学
し
た
児
童
生
徒
山
数
は
六
千
百
一
一
一
十

人
。
増
加
す
る
人
口
と
と
も
に
拡
売
を

泊
忌
れ
る
救
肖
施
設
の
中
に
あ
っ
て
、

今
母
私
語
た
に
一
一
つ
の
学
校
が
誕
生
し

た
。
市
主
百
円
ム
4
K
小
年
授
と
市
立
大
住
中

学
校
が
そ
抗
で
、
新
M
1
J

期
か
ら
員
析
し

い
校
全
で
の
授
業
が
始
ま
っ
た
。

真
土
小
学
校
に
通
学
す
あ
児
語
は
約

六
百
開
間
十
人
〈
十
八
学
紐
〉
、
大
住
中

学
抄
体
制
一
一
一
百
七
十
人
〈
九
学
級
〉
む

牛
一
姥
で
ス
占
i
ト
。
明
る
く
て
健
鹿
的

な
教
…
弐
そ
し
て
た
っ
ぷ

D
と
ら
れ
た

較
地
d

広
い
校
庭
で
は
思
い
つ
き
り
走

り
出
る
こ
と
も
壱
ぎ
る
。

m
v
x続
き
議

営
業
関
内
議
磁
場
な
d
の
建
議
も
予
定

さ
れ
て
い
る
が
、
当
閣
は
婦
が
少
な
い

の
が
制

4
中
ょ
う
だ
B

ま
た
、
大
野
小
寺
校
を
ほ
じ
め
九
校

分
自
給
食
を
賄
ぢ
砲
設
と
し
て
、
北
部

学
校
納
責
民
同
諮
問
壇
場
が
悶
村
に
開
λ
討

さ
点
朱
選
価
の
あ
る
お
い
し
い
斡
貴
づ

〈
り
に
統
治
仔
緩
い
始
め
た
ο
こ
の
施
設
、

民
善
、
同
部
に
杭
〈
一
議
自
の
斡
A
H
包

y
タ
ー
と
し
亡
お
よ
そ
一
六
億
円
の
時
間

売
引
け
て
愛
設
さ
れ
た
も
の
で
、
一
日

一
万
貴
の
謂
怒
船
内
争
払
い
つ
時
間
新
の
九
配

備
を
嘉
一
え
て
い
る
。

でっかい調理設が主主占〈北部学校給量共再調理

場。 I87，7∞人分の結宜がここで作られる

φ
内
剖
瀬
戸
一
戸
一
が
一
…
一
掃
一
室

一
一
一
月
二
十
一
子
話
兄
前
台
停
詩
館
で
、

ヤ
掃
除
の

h
&

チ
一
ナ
!
の
枠
内
れ
は
、
者
用

の
被
剥
(
シ
ヨ
コ
ン
om
の
的
)
を

つ
け
て
刊
で
ふ
く
か
、
味
わ
た
市

で
ふ
く
仁
点
取
れ
ま
す
a
引

h
m
u
た
刀

八
一
ア
レ
乙
の
上
手
な
長
方
ソ
は
わ
分
で
も
で
奇
主
守

マ
チ
ュ
ー
ナ
ー
白
故
障
正
一
阪
国
マ
内
郡
山
帰
除
の
仕
山

テ
レ
ピ
の
世
俸
の
巾
Jい
L

は、
J
L
J

コ
ン
ゼ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
ム
が
い
抜

ュ
1
ナ
l
〈
チ
ャ
ジ
点
ん
め
匂
務
き
$
ヂ
。
ス

J
Yナ
宇
切
る
だ
け

え
時
位
)
の
京
良
い
が
鼠
闘
と
い
う
で
は
、
電
源
カ
h
w
れ
て
い
な
い
の

も
の
が
、
か
な
b
多
い
も
の
で
で
注
怠
し
て
く
だ
さ
い
。
唱
J

誌
を

す
。
チ
ェ

l
ナ
ー
は
選
濁
す
る
た
切
っ
て
も
一
部
に
高
庄
町
渇
認
が

ぴ
に
力
ヰ
ノ
カ
チ
回
す
の
で
、
年
月
時
同
聞
し
て
い
る
の
で
、
託
13)
分

と

r
Eに
綾
触
部
分
が
へ
っ
て
き
は
そ
の
ま
ま
に
放
忘
れ
ー
し
て
お
き
ま

ま
式
。
$
Z
h
J
d
っ
て
三
、
問
年
す
。
恵
ぶ
た
を
は
づ
し
、
乾
い
た

た
ヨ
と
ほ
こ
D
、
言
び
な
と
で
接
小
暗
む
内
工
事
叩
の
U
K
一
回
川
ほ
こ

前
日
日
山
が
よ
C
れ
隣
闘
が
チ
一
フ
つ
い
り
が
殺
り
除
主
ま
す
。
掃
什
機
を

た
b
、
回
し
小
品
い
で
開
聞
が
で
使
っ
て
幸
a
い
で
し
ょ
う
。
ぬ
れ

な
か
っ
た
り
し
ま
す
。
?
ぞ
有
量
一
ん
ほ
い
け
ま
せ
ん
。

員
(31コ306 百
部腎館開放H

持16四月初jマラソジ大会

第22間市内一周叡伝

部育館開放日

揮15自市内実業団駅伝

講24f百lで民スキー

第17回月例マヨジン大晶

体膏館開放白

第四回月間マヨyン大晶

体育館開放日

購 6"丑p年マラYン大舟

壮年体力テスト

12月 86

12月21白

1月116

1月128• 26沼

1月15日

1 月 168~19日

1月25臼

2!'l96・23-日
2月15臼

3!'l8 

S月148

3月国

〈ノてレ ~71ミ

体育鐙開放日

揮人パレーポーノレ大会

中学校新人戦

を〈運動中央大会

停商館開放日

市内中学校駅伝続走大金

第 lS[自月間マラYン大会

市内興業主君悼膏大会

4炉

ヂ年剣道大会10Jヲ s

10月10日

10P)l3日 2713

10J122日

10YiZ5日

11月 2臼

11丹108

11月15日

1l!'l23司

li月308

12月7旨

7 }--121口---24f:l ラジオ体後

7 Jnl 日 市内山学校体宵大会

8fJ3 日 夕年美大会

8 }'11O日 第 9@]J勾当〉女水泳大会

8月11日・ 25日拡丙館館放日

8月24日 第24主主市広総合体南大企

8月318 &-

9月 7日夕

9 Jl8日・ 22日誌育会1開放日

間17日 ~198 7マさんテニストナメY
10月4沼 市内中学校隊上関投大企

体宵祭古書丹E芝居

騒康まつり

体育炉息苦放13

ス武-";1講習会

壮仔体力テスト

市民登山

体膏鐙軍事放

購入卓鷺大会

少年罰スボ-";1交留品

野島教室芸

部背館III自放詩

017日.21汀

5/111日

5月J2rJ合 2Cll

6月~

草月 1円

S Jl 6 日 ~8 円

5月 9日・ 23U

6月1111

6月158

7月~

7月148.288 



か

高
い
の
か
安
い
時
一

の

か

買

い

駒

に

行

っ

た

主

君

!

み

な

き

合

L
が
由
っ
℃
消

童
謡
圭
一
点
l
一
一
宗
人
に
、
と
の
霊
童
娠
し
が
よ
姉
弟
1

次
由
よ
主
結
果
事
ら
れ
た
。
ま
た
、
襲
一
…

審
か
邑
寄
せ
ら
れ
だ
潤
寒
潜
に
つ
い
て
の
察
品
や
寮
望
、
世
義
な
と
も
あ
也
容
、
事
わ
せ
て
と
乙
日
札
そ
の
一

内

容

争

紹

介

令

訟

雪

。

む

しよう泊 j2C

Eま



胃ガY 市内に居住する35産墨色，)1
由男女

子宮ガン・市内に居住する35綴以
上の女子

重量輸静時綴

胃ガン .4 月~7月なろ

子宮ガ>'. 5 月~6

霊童合場，

役所、

鰯料金・
、翻時信事 φ 午前習時30分~H草寺30分

4月17E 間崎公民館
? 24臼吉沢公E議宮

5R1E 金田公E諒官
ク 8日土屋公民館
" 9良 市役新B会議主Z
-1' J5思 議回公民館

予隣接穫の湾合せ
予防接種について¢問合せはなる

べく午前中にお願いいたします。

線鶴所への車はど趨溜を

平芸家保健所は駐車場がありません

車でのお出かけはむ遠曜くださいq

口あゆみちゃん
ぐち

官千:rーJγj岸51番地 日産自動車に
お勤めの芳郎さん (28歳〉とまD
Fさん仁24歳〉の長女。現在8t、
月じ体墳9 6丸、身長 68.2V.
49年 8Fl9E"主

初めて妊娠された方のために、分

暁，育児に対する不安をなくして、

翻るく業しい主主泌ができるよむ企図

しました。

量覆 5slの
5月 6日

fr 19日 部ちゃんの衣葉真、新生活
の取白扱い

ク 26日 誌ちゃんの育て:阜、家族
計画

・場所 役所B会議室
時間午後1時30分，-4持まさ
a持参するも白母子鍵積苧」帳、措

置己用具

'申込み培はがきで[jJ探健衛

益課保路前場係ヘロ協J活 (22)17 
00内綜231干254浅間国J9番1';}

元気な子。好き嫌いがな〈、珂で

もよ〈食べる。

ろ人見知Dをするようにな
ったモうで、あゆみちゃん一度も

全躍を見せてくれなかった。

持ガン@擬人ガン

保健衛投書室では、起句行っている

ア1>'と二子ガYO)1:街路敗u三ぞいた
します。お受け〈ださい。

豊富対象ー接静ツ [1に獄3か月を経過

して、 1付与)]ジ袴の乳幼児。 α諸
問かノ弓にてししないうちに2沼の股
拐をすませる1
健康上旺"器日で聖、 1られなかった

お子さんは、的3殺にならないう

ちなら長，られます。

襲害時間・ 12[時三:;0分 ~1了間ーまで。ただ

し民日目白に時~15持。

重量巡回包程

5R12臼キpぷ江健呪
? 13日日

た者協とJそ支所

日目立技官民松原公民

能汚公民館 ?' 20 
? 15日大野公民館横内問却策 t タ 2i

-一一一一

A
4月
V

良
一
一
分
の
一
力
夕
、
じ
ゃ
が
い

も
二
四
問
、
さ
や
い
ん
げ
ん
四

1
玄

智
治
を
辺
一
丸
本
市
の
挙
結
本
、
塩
、
コ
シ
ォ
ワ

食
は
、
出
征
度
に
ま
し
て
N

お
い
門
作
め
一
方
〕

し
く
て
唱
し
い
守
的
引
船
食

Me作
m
w
じ
ゃ
が
い
も
は
一
戸
民
の
さ

る
た
め
に
、
梢
一
お
部
臨
語
講
い
の
め
皆
、
さ
や
い
ん

力
を
し
た
い
レ
f

思
っ
て
い
簿
読
磁
げ
ん
も
一
句
仰
に
切
っ
て

ま
す
。
本
斗
躍
は
児
車
の
綴
帯
鱒
滋
古
っ
と
ゆ
で
て
お
く
。

昨
み
訓
設
や
ア
ン
ケ
ー
ト
欝
酢
初
縁
②
ハ
ム
と
ベ
ー
コ
ン
は
}

な
ど
も
す
る
予
定
で
す
。
機
選
句
角
に
切
り
、
い
た
め
で

完
結
月
二
十
三
日
銭
噛
灘
お
く
。

額
四
人
一
一
強
健

の
献
点
か
ら
「
フ
ラ
ン
ス
怒
詐
都
観
①
刊
酬
に
一
拍
を
訴
し
て
一
じ
ゃ

風
い
り
た
ま
と
」
裏
ぜ

A二
が
い
も
を
い
た
め
、
牛
乳

芋
γピ
。
す

Y
4是
正
瀦
議
識
を
加
え
て
実
で
や
わ
ら

で
μ
一次ミ
Y
じ
の
お
ざ
d
d

磯
野
都
機
か
く
な
る
ま
で
煎
る
。
お

い
に
u

露
目
磁
謂
上
っ
た
ら
③
の
ハ
ム
と

;

f

 

A
V

フ
ラ
ン
ス
楓
い
り
た
ま
繍
綴
綴
畿
べ
1
コ
Y
を
加
え

γ一塩コ

ど
の
判
明
料
と
作
り
方
シ
ョ
ワ
で
削
軌
を
と
と
の
え
、
た
ま

門
村
訟
間
人
J

聞

と

章

悦

し

入

れ

て

苦

言

か

妻

小

・
た
ま
と
四
個
、
ハ
ム
凶
枚
、
ベ
ぜ
、
半
期
ぐ
ら
い
で
火
を
止
め

?
コ
ン
}
枚
、
油
火
サ
ジ
一
、
中
る
。

5月1穏J4時から
量買設勤労会館くi日中地ノ古事務所コ、自産車樟体育鰐、

市内各ポウ自ング場

弛足労、地侶司耳皇、時工会議所、商通事務所、市役所行

政謀、市立公民委官に申し出を

主俊 平塚市労働祭主要行委員会

a問答大会

@将校大会

@オセロ大会

。ァァミリ-.ポクリ γグ大会

会所自治会

日夜間内治会

日J縄自治会

ノJl河口治会

行治会、模以ゴム徳三

f 会、万四日1家自治会

i'UI下自治会、下山一子山ーヱミ
ザ

26Ef 
28臼川内向治会
とけjJしベ]

J-)30トJ イ己菩《

1 弘前f内会

2 [J 寺町山企、絞れ由:忠告

7 H 町内会

L~受父]

5月 8 、ラ治会、綾子柄n~ð):::""

，j、1円台会、打開ノ'"乙3治公

9 11 ，守川 j治会、両官J自治会
10 ~ i ペ行、、豊中良治会
E間崎 '0三〕
5 日ペ日治会、西海地自治会、 7. ..(11 

瀬日出会、 1/，，"今住宅自治会、支出来 工、

1 ，~ El 大対日金、矢崎自治会
15[i メしよ副長、 ふ巴み野自治虫
E杭 令
5月16fl 二んぬ了寄金、大島E型地自治会、 'J、

出冶会

17U ト島問治会、下島街地自治会、

4月171J
18口
19n 
2lfヨ
22j-_-:l 



人口総動

世帯 9

市域霞獲

前月比世帯増

9 人口増

市街池 n.377人 (20，
大野 45，731人
量豊 E百 3，767人
神田 18，569人(4， 
誠時 4，397人(1， 
岡崎 4，833人 ζ )，
金田 6，011人く L
耳目 17，530人く 4，
主沢 4，948人く L
金包 10，214A ( 3， 

(50， 3 1 

製
鋼
続
時
鐙
代
鶴
田
瑚

市
教
脊
白
脳
波
を
と
る
と
、
前
頭
部
か
ら

後
局
部
に
い
た
る
、
ど
と
空
£
っ

研
究
祈

て
み
て
も
、
不
規
則
に
入
D
乱
れ

子
供
の
特
有
な
て
ん
か
ん
で
「
て
い
る
。
反
日
午
的
に
み
た
道
府
合
、

六
頭
て
ん
か
ん
」
と
い
う
も
の
が
腕
捗
で
の
乱
れ
が
続
い
て
い
る
と

あ
り
一
ま
ず
。
点
滅
と
五
月
一
う
の
は
、
い
う
こ
と
は
、
知
能
が
正
常
じ
発

う
な
づ
f
h
f
=
百
三
つ
恕
吠
℃
ず
。
ち
達
し
て
い
か
な
い
、
と
雪
山
わ
れ
て

よ
う
F
粛
を
つ
丞
づ
y
¥
ζ

っ
く
い
ま
す
。
そ
れ
に
い
ろ
い
乃
の
神

白
す
る
よ
ろ
な
態
度
合
不
す
も
の
鴨
持
政
状
宇
右
っ
て
い
石
た
め
、
告

で
す
。
そ
れ
に
身
部
ゑ
別
に
か
が
~
行
間
四
階
起
居
中
〈
、
患
者
の
約
三
分

め
る
、
場
合
に
よ
っ
て
一
三
ご
下
等
白
一
は
品
砕
け
て
も
、
残

は
キ
ャ
ッ
と
い
う
叫
び
年
ノ
一
可
J

H

D
約
三
分
台
一
に
あ
た

声

高

五

も

一

あ

主

誠

監

ヅ
F
子
学
は
非
常
量
れ
る

す
。
そ
れ
が
僻
震
で
一
二
炉
戸
需
と
同
君
、

ζ

告

の

あ
っ
て
、
手
話
っ

E王
子

重

は

、

普

よ

り

も

で
し
宇
つ
D

師
事
も
な
務
コ
パ
淵
引
制
つ
、
r遥
れ
る
、
主
一
一
コ
一
お

か
っ
た
か
の
よ
っ
に
元
一
一

1
1
3
3
れ
て
い
ま
す
。

に
…
一
民
っ
て
し
ま
う
。
モ
れ
が
し
ば
原
阪
は
、
い
ろ
い
ろ
ぷ
め
る
と
君

主
数
秒
の
間
賠
を
お
い
ず
皮
復
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
と
支
ば
捜

し
ま
す
。

ζ
白
山
頭
て
ん
か
ん
む
の
あ
と
の
俊
糧
危
一
、
お
窪
が
撞
く

発
病
年
齢
は
、
満
一
歳
以
下
に
極
難
産
の
た
め
に
脳
同
陣
容
宇
同
組
し
た

端
に
大
会
定
平
マ
が
あ
っ
て
、
そ
も
の
、
そ
れ
か
ら
生
れ
っ
き
と
い

の
後
非
常
に
少
な
込
な
っ
て
百
歳
う
か
先
天
的
な
脳
白
奇
梨
、
脳
の

以
降
で
脱
却
一
持
す
る
白
一
は
ま
れ
で
活
発
達
異
常
な
ど
が
康
問
し
て
い
る

る
と
=
百
わ
れ
て
い
ホ
主
主
特
散
は
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
組
日
毎
日
ひ
ん
ぱ
ん
に
語
序
が
超
発
作
は
非
常
に
瞬
間
的
で
、
綴

C
晶
、
起
き
な
い
E
は
一
日
も
な
か
〈
、
よ
く
些
脅
し
な
い
と
わ
か

い
、
毎
日
数
回
以
上
と
い
う
の
が
ら
な
い
〈
ら
い
で
す
白
で
、
波
状

約
九
割
空
白
め
て
い
る
、
主
ヨ
ー
む
を
苑
嗣
泊
し
た
匂
専
門
医
の
門
安

れ
て
い
ま
す
。
〈
ぐ
る
こ
と
そ
お
す
す
め
し
ま
す

症

状

に

か

か

っ

て

い

る

々

お

活

お

わ

与

5 平富市平塚柳田了の揖水山盟主王寺
三喜豊島E院は、国府津宝金問j存末の真

正言宗寺税である。

主 主党内付近は大間年中 (806-10)

;; f曽空海(773-835)が相模国巡童文中

;; o劃齢であるという伝説白地で、
芸怨海が錫杖の石突きで掘った情泉

Eにちなんで、 ζのあた白¢宇名を
-清水(しみず)Jといい、薬邸
主院を「靖之kの寺lと呼んでいる。

主 薬節税はな戸時代初期の造立で

E晶るカ色、古くから薬腕:量のような
三イム舎の存在したところらし< r釈
E迦白古銭とさ苦海伊の愛染部主と観
~ 1生音葉躍の濁像あ雪Jと、草野編埼
玉槙E露風土記は載せている。
;; c，ζに相撲[週二穴住君官占譲幸村仁王子と
き器市道標〉の;大貫性の家にと主まれ

Eた毒草山というi曽は、 10歳の頃場高
三って田村の南向山円光混弘涯空白弟

芸子となb、平塚新省自等覚院、大

言磯宿の地福寺、さらに京都心東寺

5宝議提磁等で韓行し、寛保3年
;; (174，)帰省したところ、たまた

く〉巡回日経 4月2513(金コパイロット万年筆/28日

く月) . 3013 (オ()東韓大学

一一一-0一一~O一一一

く>O;:;'j協力島りがとうございましたやや

高砂醤斡工業京、由主製庁所28:>1父、間Ii跨丘邸主主自治会

49本、構内地区自治会54車、なでし己クイオンズクヨ

ブ377:ぶe

。内容茶道、車む宮、総密

勾庫、'G輩、一般教盤、

レタ1)ェ」ション

。期間 5 月~51年 2 月まで

註加盟 l 回18時~20時

く〉闘用無絹

(>貰縄 市伊在住、主主動グコ

勤労青年(男女〉

18歳~25議

0'3墨付 4 月 15 日 ~3013

青少年諜で毎日18時まで交

付けている。

問い合わせ市骨骨年霊祭 (22)1 7告母 内繍228
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